
今が旬の野菜、スナップエンドウを手

に取って、少し力を入れると「パキッ」

と小気味よく半分に折れます。Snapには

「パキッと音を立てる」や「折れる」と

いった意味があるそうです。 

スーパーの野菜売り場で、店員さんと

やり取りしている方がいました。「これ、

茹でる以外においしい食べ方ある？」指

をさしていたのがスナップエンドウの大

きなパックです。店員さんの説明の中に、

「鶏肉」や「ベーコン」といった単語が

含まれているのが聞こえてきました（聞

き耳を立てたという訳ではなく、２人の

声がとても大きかったのです）。 

このように、店員さんなどに気軽に声

をかけ、どんどん質問しながら商品を選

ぶ人がいます。一方で、ひたすら静かに

商品を眺め、手に取って裏の説明書きを

丹念に読み、隣の品と見比べながらじっ

くりと検討する人もいます。 

どちらのタイプであっても、自分にと

って満足のいく買い物ができそうです。 

 

新年度が始まりました。１６６名の新

入生だけでなく、２・３年生にとっても、

今日から新しい学年、新しいクラスでの

生活がスタートします。 

世の中には、たとえそこに集まった全

員が初対面どうしであっても、まるで以

前からの知り合いであったかのように気

軽に周囲に話しかけ、自然体で振る舞え

る人がいるものです。 

それとは逆に、まずはじっくりと、物

静かに周りの様子をうかがう人もいます。

様子が分かってきたところで、徐々に自

分らしさを発揮していくのです。 

 

どちらのタイプの方がよい、というこ

とはありません。それぞれ自分に合った

ペースや接し方で、新たな人間関係を築

いていけばよいと思っています。 

その時、「クラスの中に気の合いそう

な人がいないか
・

も
・

」といった見方をする

と、自分で自分の気持ちを重たくしてし

まいそうです。また、常に気難しい顔を

して、近寄り難い空気を作ってしまうの

も、好ましいことではありません。 

「面白そうな人がいるか
・

も
・

」と、まず

は新たな生活に期待を抱いてもらいたい

ものです。その上で、自分も周りも、お

互いが心地よく過ごせるような環境づく

りを、心がけて欲しいと思っています。 

 

新たなメンバーで初めて集まることを、

「顔合わせ」といいます。学校では、こ

の４月から考え方が更新され、基本的に

マスクの着用は不要となりました。 

これまで長らく、顔の半分が隠れた状

態が続いていました。ようやく文字通り、

お互いに表情を見せ合いながらの「顔合

わせ」となり、これまで以上にコミュニ

ケーションが取りやすくなるはずです。 

そのことからも、第四中の教育活動が

新たな段階に入ったことを実感します。 

子供たちの表情をよく見ながら、教育

の質の向上に引き続き取り組んでまいり

ます。今年度も１年間、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

 

夢に向かって、人生の基礎を築き、大きな翼を育む学校 
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